




























 震度 5 弱や 6 強といった震度階級は、揺れの強さを数値化した計測震度の値により定







⑤ ベクトル波形の絶対値がある値 a 以上となる時間の合計を計算したとき、これ
がちょうど 0.3秒となるような a を求める。 
⑥ ⑤で求めた aを、 I = 2 log a + 0.94 により計測震度 Ｉ を計算する。 
①については MATLAB の FFT 関数やエクセルマクロを利用した。②で用いられるフィ
ルタは以下のハイカットフィルタ FH(f)、ローカットフィルタ FL(f)、周期特性補正フィ
ルタ FC(f)をそれぞれ掛ける。これも MATLAB やエクセルで容易に計算できる。（f：周
波数） 
𝐹𝐻(𝑓) = (1 + 0.694𝑥2 + 0.241𝑥4 + 0.0557𝑥6 + 0.009664𝑥8 + 0.00134𝑥10
+ 0.000155𝑥12)−0.5     ( 𝑥 = 𝑓/10) 
𝐹𝐿(𝑓) = (1 − exp(−(𝑓 0.5⁄ )3))0.5 









図 1 フィルタ周期特性 






 振動試験で用いられるスイープ波では周波数の変化量として octave/min といった単
位が使われることもある。1 オクターブは倍の周波数であり 1octave/min は1 分間で周
波数が倍に変化することとなる。例として図 3 に周波数が 0.5-10Hz の範囲を1octave/
min で変化する様子を示す。振動台に入力する加速度データは、この周波数遷移を基に
正弦波を作成する。 
 図 4は 0.5-10Hzの範囲を 1octave/minで変化するスイープ波を求めたエクセル表であ
る。時刻刻み(Δt)は 0.01 秒としている。各時刻の周波数を求め 2πを掛けてθとする。











図 4 スイープ作成エクセル表 
 
時刻 t 周波数　f(t) 角度θ sin(θ )
0.01 0.500057766 3.141955606 0.000362952
0.02 0.500115538 3.173378792 0.031780786
0.03 0.500173317 3.204805608 0.063170864
0.04 0.500231102 3.236236055 0.094502172
0.05 0.500288895 3.267670133 0.125743734
0.06 0.500346694 3.299107843 0.156864645
0.07 0.500404499 3.330549185 0.187834102
0.08 0.500462312 3.36199416 0.218621434
0.09 0.500520131 3.393442767 0.249196133
0.1 0.500577956 3.424895008 0.279527881
0.11 0.500635789 3.456350882 0.309586587
0.12 0.500693628 3.48781039 0.339342408
0.13 0.500751474 3.519273533 0.368765789
0.14 0.500809326 3.550740311 0.397827483
0.15 0.500867185 3.582210725 0.426498585
0.16 0.500925051 3.613684774 0.454750561
0.17 0.500982923 3.645162459 0.482555277
0.18 0.501040803 3.676643782 0.509885023
0.19 0.501098688 3.708128741 0.536712546
0.2 0.501156581 3.739617337 0.563011074
0.21 0.50121448 3.771109572 0.588754346
0.22 0.501272386 3.802605445 0.613916635
周波数の式






初期値 θ0 = 2πf(t)
【エクセル関数】
=2*PI()*B2




 図 5 スイープ波波形 
 
 
 
